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The present study develops an Aspirations lndex for Children based on self-determination 

theory and eluciclates the role of aspirations. A total of 1，398 junior-high school students in the 7th 

to 9th grades participated in a questionnaire survey in Studies 1 and 2. The results of exploratory 

factor analysis reveal that the Aspirations lndex consists of two aspirations: namely， intrinsic ancl 

extrinsic aspirations. As theoretically hypothesized， confirmatory factor analysis supports both seven 

sub-categories within the aspirations and a higher-order model. The results of correlation analysis 

indicate that， compared to extrinsic aspirations， intrinsic aspirations are positively correlated with life 

satisfaction， autonomous motivation for academic activities， and prosocial behaviors. In addition， we find 

that extrinsic aspirations are higher for boys than for girls. Finally， we discuss future directions and the 

benefits of using the Aspirations lndex for Children for career education. 
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問題と目的

我がi主iでは，活者の雇用問題が涼刻化している。
例えば，平成24年度の労働力調査(総務省統計局，
2012)によると，若年無業者は63万人で前年度から

2万人の増加となった。また，中学校，高等学校，
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大学の卒業3年後の離職率も依然として高く，大き

な社会問題として認識されている。さらに，萩j京

楼井 (2008，2009)は，現在の若者は「やりたいこ

とをJ宋し， j~1 う子らしい生きブ7 を j葉d素する J カfゆえに，

i当分のキャリア選択に悩むことも多いことを指摘し

ている。このような実態から，現在，一人ひとりの

社会・職業的自立への支援を iヨ'YJとするキャリア教

育の重要性は日に日に高まっており，学校現場にお

いてな小学生の段階からキャリア教育を充実させ

るという教育方針が打ち出されている (1や央教育審

議会， 2011)。
現代の者者が「自分らしい生き方」を追求し，悩

みを経験しながらもキャリアを選択していくために

は「勤労観」や「職業観Jといった，若者が人生や
職業に対して抱いている価値観が重要で、あると指摘

されている。このよつな人生や職業に対して抱く価

値{硯の指標として「将来目襟 (aspirationsor 

goals) J (Kasser & Ryan， 1993， 1996) が注呂され，
後述するように海外を中心に多くの検討がなされて

いる。しかし，キャリア発達の視点にもとづくと，

単に職業選択に直面する高校生や大学生といった学

卒段階を対象とするのみならず. より初期の発達段

階の将来自襟に関する研究を行うことが必要であ

る。特に，中学校は義務教育の最終段階として，多

くの生徒が初めて進路選択に直面する時期にあた

る。この点について， I中学校キャリア教育の手引
きJ(文部科学省， 2011) によれば，中学校は「現
実的探索と i盾定的選択の時期」とされる。すなわち，

それまで、の小学校段階で、の漠然と「将来のことを考

える大切さjや「憧れの職業をもっ」ことを自指し

たキャリア教育と異なり 中学校段措では「将来の

夢や職業を思い描き， 自分にふさわしい職業や仕事

への関心・意欲を高める」といった，具体的な職業

名を意識した目標が掲げられるようになるのであ

る。この意味において中学校段階は，自己概念を

キャリア的な文脈(職業名)へ翻訳する作業 (Super，

1980; Super & Bachrach， 1957)の出発点に当たり，

この段階での将来目標を検討する意義は大きいとい

える。

しかしながら，これまで大学生や成人を対象とし

た研究は数多く報告されているものの，年齢の低い

者を対象とした将来目標に関する研究は少ない。そ

の原因は，そもそもそれらの対象に適した将来自標

を測定する尺度が開発されていないことにあると考

えられる。そこで，本研究では，子どもの将来自標

の研究の先駆けとして，子どもを対象とした将来目

標を測定する尺度を開発する。

将来目標を理論化した自己決定理論には，現在に

おいて六つのミニ理論が存在しそのj7g，将来目標

は目標内容理論 (goalcontents theory)によって精

紙化されている。この|ヨ襟内容翌日論において，将来

目標iはアスピレーション (aspirations) やゴール

(goals) などと呼ばれ，二つの目標群に大別される

(l匂sser& Ryan， 1993， 1996)。それらは， j勾発的将

来iヨf紫 (intrinsicaspirations，または intrinsicgoa]s) 

と外発的将来目標 (extrinsicaspirations， または

extrinsic goals) である。このうち内発的将来目標

とは.人1M]の本質的な心理!的欲求と{反定される基本

的心理欲求(有能感，自律性，関係性を求める欲求)

を直接的に充足する人生の目標であり， I~l 己成長

(自己受容に社会貢献，毅宿泊;の獲得，健康といっ

た目標j洋より構成される。これに対して，外発的将

来iヨ標とは，主に報酬や社会的賞賛といった基本的

な心理的欲求を間接的にしか充足しない人生の目標

であり，金銭的成功，社会的名声の獲得，外見的魅

力(イメージ)といった目標1洋より構!哉される。
これまでの一連の研究知見より.相対的に高い内

発的将来目標を有することが 人生jilt足度等の精神

的健康に正の影響を及ぼすことが様々な屈のサンプ

ルで l明らかにされてきた (e.g・， Kasser & Ryan， 

1993， 1996; Kim， Kasser， & Lee， 2003; Nishimura & 

Suzuki， 2016; Ryan et a1.， 1999; Schmuck， Kasser， & 

Ryan， 2000)。これに対して ψ 相対的に高い外発的

将来目標が精神的健康に負の影響を及ぼすというこ

とは，不安やアルコール， タバコの過剰摂取，薬物

乱用との関連などから支持されている (e.g.，

Duriez， Vansteenkiste， Soenens， & De Witte， 2007; 

Schmuck， et a1.， 2000; Vansteenkiste， Duriez， 

Simons， & Soenens， 2006; Williams， Cox， Hedberg， 

& Deci， 2000)。
本研究では目標内容理論にもとづき以下の二つの

研究を行う。研究 lでは，中学生を対象に内発的将

来目標と外発的将来日擦の2123子から構成される尺
度を作成する。また，それぞれの将来目標には下位

尺度が想定されているため，これを確認的因子分析

によって検証する。さらに， Ryan et a1. (1999)が

行ったように将来目標の性差についても検討する。

そして，研究2では，将来目標と生活満足度，学習

動機つVナ，向社会的行動との関連を検討する。生活

満足度については，この変数が subjectivewell-

beingを操作的に測定する指標であるため， 自己決

定理論においては代表的な従属変数のーっとして考

えられてきた (Ryan& Deci， 2000)。内与色的;将司ミ目

擦と正の相関関係が予想され，外発的将来!ヨ標より

もその関連は強いであろう。学習動機づけに関して

は，そもそも学校における学習が将来を展望して行
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われるため (Husman& Lens， 1999)，現在の学習
動機づけは，将来目標のあり方から大きな影響を受

けることが考えられる。この点を高校生において検

討した鈴木・楼井 (2011)によれば，学習11寺に内発

的将来目標を意識することが，内発的動機づけや適

応的な学習行動を促すことが報告されている。本研

究でも内発IJj将来目標が，適応性が高いとされる自

律的動機づけと正の関連を示すであろう。古J11会的
行動については，その定義内容から内発的将来日擦

との関連が予想される。|両社会的行動は，他者の季IJ

主主を意図した行動と定義される(村上・西村・楼

井， 2016)。こうした行動の背景要因のーっとして，

内発的将来自襟の一構成要素である社会貢献がある

と考えられる。したがって.内発的将来弓擦と向社

会的行動とのIrollには正の関連が予測される。将来iヨ

標は上述した通りキャリア発達と関係の深い変数で

あるといえるが，キャリア領域に特化した変数では

ないこれらの変数に着目することによって，学校教

育における将来|ヨイ禁の役割をより明石iHこすることカす
できるであろう。

研究 1

方法

調査協力者と調査時期 2014年の 7月に，関東圏

の公立中学校3校の l年生から 3年生719名(男子

365名，女子354名)を対象に質問紙調査が行われた。

平均年齢は13，66(SDニ0.94)歳であった。対象者

の内訳は， 1年生は男子103名と女子112名， 2年生

は男子126名と女子118名， 3年生は男子136名と女

子124~1 であった。

調査内容 1 )将来目標:Kasser & Ryan (1993， 

1996)の成人mの;1守来目標尺度の項目および呂襟内
容理論の概念定義に従って，筆者らにより新たに36

項目の原案が用意された。この36項百はj友人版尺度

の開発者である Kasser氏によるエキスパート

ジャッジを受けた。これら36項目に対して， r以下
には，将来に関する目標が並べられています。それ

ぞれの目標を達成することはあなたにとってどのく

らい重要ですかJという教示のもと， 5 iL[二法 (1= 
まったく重要でない， 2=少し重要だ， 3=やや重要

だ， 4=けaっこう重要だ， 5ニとても重要だ)による

回答を求めた。

手続きと倫理的配慮 授業の前後等を利用し集団

方式で実施された。筑波大学人11，11系研究倫理委員会

の指針に従い，調査は学校の成績と一切関係がない

こと，自答;は強ililJではないこと，個人のプライパ

シーは守られることをフェイスシートに明記した。

その iこで，それらを口頭で調査協力者に伝え，同意

する場合にのみ回答を行うように教示した。

解析について 平均値や標準箭差.信頼性係数.

棺関係数の算出は R3.1.0で行った。探索的II]子分
析および確認的因子分析は M-plus7.11で行った。

また， M-plus 7.11を)fJいた解析では完全情報最尤

推定法による欠損億処理が行われた。

結果

民子分析 理論的背景を踏まえ， 2 I君子解を想定
した探索的因子分析を行った。負荷量の高さと項目

内容のバラエティを重視し各下位尺度4項目から

構成されるよう項目数を精選した。 1able1に示し

た通り，第一因子は，内発的将来目標に関する項目

が高い因子負荷を示し第二|君子には，外発的将来

目標に関する項目が高い|君子負荷を示した。以上よ

り，計28項白から構成される子ども月3将来目標J:CI支
が作成された。

次に， 目標内容理論の想定に基づき，七つの下位

カテゴ 1)を想定し副長認的因子分析を行った。その

結果，モデルの適合j支は，ぷ(329)= 1426.777， P 

く.001，CFI =.906， TLI = .892. RMSEA = .068 

(90%CI = [.065， .072J)， SRMR = .056，であり -1一分
な値が示された。さらに 内発的将来目標と外発的

将来日襟を二次|君子，七つの下位カテゴリを一次国

子とする高次|若子分析を行った。内発的将来目標に

は， 自己受容，毅密性の獲得，社会貢献，身体的健

康の|盟つの一次因子が，外発的将来信標には金銭的

成功，外見的魅力，社会的名声の三つの一次III子会が

想定された。その結果，モデルの適合j支は，ぷ (342)

= 1594.947，戸く.001. CFI=.892， TLI=.881. 

RMSEA = .071 (90%CI立 [.068，.075J)， SRMR = 

.069，であり，こちらのそデルでも十分な値が示さ

れた。なお 1able1にて，短縮版の項目として使用

がJ住奨されるものにアスタリスクをつけた。
尺度の信頼性係数，平均値，標準偏差および相関

保数 各尺震の信頼性を確認するため， ω係数を算

出した。 ω係数は R3.1.0上で， psychノfッケージ

の関数omegaOを用いた。 1able2に示したとおり，

各尺度において一定の内 I~I守一真牲が雌認された。各

F!.J支の平均錨と標準偏差および尺!支出の相関係数を
Table 2に示した。尺度得点には力[1算平均得点を用

いている。内発的将来目標の得点が外発的将来日擦

のそれよりも格対的に高く 外発的将来目標の得点

は三つの下位尺度とも理論的中央値に近い値となっ

ている。また.理論から想定されるとおり，内発的

将来目標と外発的将来目標の下位尺j支問にはそれぞ

れ正の相関関係(.49-.71)が確認され，その効果

量は大きかった:け。一方で、，他方の目標に対しては
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主lble1 

子ととも用将来目標尺度の因子分析の結果

内発的将来自襟

自己受容

項目

* ;将来， 自分自身の人生に責任をもてるようになること。
本将来. I当分自身について多くのことを女i]iJ .成長すること。

将来，自分自身をう:11り.受け入れること。

将来，自分の生き方や人生を自分なりに選ぶこと。

親密性の獲得

*将来，あなたのことを気にかけて，支えてくれる人がし、ること。

将来，自分のことを気にかけてくれる人と，つながりを持つこと。

*将来，頼りになる親友を持つこと。

将来，人生をいっしょに楽しめる人がいること。

社会貢献

*;将来，思っている人を助けること。

将来，ほかの人の生活を良くする手助けをすること。

*将来，人の役に立ち. 1立の仁1:1を良くすること。

将来，より良い社会を，実現するために働くこと。

身体的健康

!~将来，自分が元気で，暮らせること。

将来，あなたが元気いっぱいであること。

*将来，体が{佳品1であること。

将来，あまり病気にならないこと。

外発的将来自標

金銭的成功

*将来，高級なものをたくさん持つこと。

将来，ぜいたくなものをたくさん買うこと。

*将来，お金がたくさんもらえる仕事に就くこと。

将来，お金持ちになること。

外見的魅力

将来，あなたの見た 13が，地人からすてきだと言われること。

*将来，かっこよく(または，かわいく)なること。

将来，いつまでも若く，みりよく的だと言われること。

*将来，服装や髪型などの最新の流行についていくこと。

社会的名声

*将来，たくさんの人から注告されるような人になること。

将来，有名になること。

*将来，えらくなり，他人から認められること。

将来，社会的に地位の高い職業につくこと。

EFA CFA 

Fl F2 7 -factor 

.73 -.11 

.69 -.02 

.64 .00 

.57 -.02 

.76 .01 

.76 .02 

.73 -.03 

.6] .05 

.68 -.04 

.60 .02 

.60 .04 

.59 .09 

.75 -.05 

.73 .04 

.69 -.06 

.52 .06 

.25 .85 

-.26 .80 

.04 .65 

-.02 .61 

一.02 .67 

.09 .66 

.14 .67 

.21 .59 

.14 .72 

.02 .76 

.10 .68 

.06 .66 

.73 

.74 

.69 

.61 

.82 

.82 

.75 

.67 

.84 

.78 

.78 

.69 

.83 

.82 

.78 

.64 

.86 

.81 

64 

.62 

.82 

.79 

.73 

.71 

.84 

.83 

.72 

.70 

因子11司相関 Fl .32 

(注)*のついた項iヨは，短縮版の!祭に，その使用が推奨される項目である。

3 )本研究における相関係数の効果量の解釈については，

Cohen (1992)を参照している。
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正の棺関関係 (.05-.36)が示されたものの，その

効果量は相対的に小さく，大きくても i字程度であっ

た。

将来自課の性差 男女ごとに将来lヨ襟得点を算出

し • t検定を行った。効果量はバイアスを補正した

Hedges'gを m し1 た。この(症は.
R 3.1.0 J二で、compute.esパッケージの関数 tes()に

よって算出した。 Table3に示したように，男子の

方が女子よりも外発的将来目標が高いことが明らか

にされた (t= 5.63， Pく.001)。特に.男子の金銭的

成功と社会的名声が女子より高いことが示された

( JIIr~ に ， t=6.49，戸く.001;t=6.95， Tく.001)0 1也の下
位尺度に|喝して性差は路認されなかった。

考察

研究 1の目的は，子どもの将来目標を測定する尺

!支を作成することであった。目標内容理論の想定通

りに 71玉l子から構成される尺度が作成され，高次因

子モデjレの適合!支の値も良好であった。さらに各下

位尺度において一定の信頼性係数が予定認されたこと

から.研究 lの目的は十分に達成されたと考えられ

る。

将来目標の性差については，金銭的成功と社会的

名声といった，夕、ト発的将来jヨ擦に属する目標につい

で性差が見られた。この結果は，小学生から高校生

までを対象に，働く動機を調査した豊 (2007)の結

果と河株となった。これによれば T 中学生と高校生

ともに「経済・金銭上jや f社会的評価J'地位・権
@Jといった働く動機は男子が有意に高かった。こ
れは，保護者である成人男女が「夫は外で働き，妻

は家庭を守るべきであるJ(内閣j花 2012) という
伝統的な|主役割観(固定的役部分担意識)を持って

おり(鈴木. 1997)，それが子どもに継承されて

いるものとも考えられる。また 内閣情 (2014)に

よる理想の結婚における家計分担を尋ねた調査で

は. 20歳からぬ歳未lllil) の J~人男性の64.8%. I可じく

成人女性の68.4%が夫(男性)が家計の担い手に

なることに肯定的な 18]答をしている。そして，結婚

4苦手に求める条件についても，男性から女性に対し

Table 2 
将来@襟の平均値，標準偏差，信頼性係数および尺皮肉のl'IJ関係数

M SD αJ C d e g 

a 内発的将来目標 4.36 0.62 94 .32* * * .87*本本 .87*本本 .82*ホネ .81字本キ .]3本*水 36本*. .35キ梅本

b 外与を的将来目標 2.86 0.89 .94 .40本*ホ .23本本* .30本字本 .27権準キ 27*.ホ .87* *本 .88*キネ .91略本*

c I~I 弓受容 4.31 0.74 .82 98事** .36キネ本 69市キネ .61" * .. .64常本本 .05 27*** .29場ネ*

d 親苦悩の獲得 4.42 0.74 ー88 .97*牢市 38ホ*本 .93本宇本 .59本*. .68*本本 .13*彬* .36率教宇 .30捗皐宇

巴社会貢献 4.09 0.83 .88 83事.* .34本浩本 .79*キ* 77*** 49*'本 .08キ .30*啓ネ 33* * * 

f 身体的健康 4.61 0.62 .89 .91車掌本 33*本* .87" *. .86学*キ .68*' " 17**キ 28*本* 26キ*本

g金銭的成功 2.89 0.92 .91 20*ネネ 90.本* .16半本半 18本..* .15本ネ本 18**事 63キ** 71*本*

h 外見的魅力 2.80 1.04 .87 .41 ..キ* 93*本キ 37*'事 .39事ネヰ .34*救* 33半車率 .80本地* .69事車率

i 社会的名声 2.90 1.03 .91 39ホ*ホ 99ホ本* .36本字本 37*" • .34車掌* .32*キ* .87*車* .89半.*

主主)1'131潟行事iJの上三f11行亨IJには蹴il!1j変数，下三角行列には潜在変数によって算出されたi'll関係数が記されている。
本草場戸 <.001. 地ρ<.05

1able 3 
将来目標の性差 (t検定の結果)

男子 (η=365) 女子 (η=354) t-test Hedgesg 

M SD M SD I t I P g 95%C1 

!大l発的将来目標 4.35 0.66 4.37 0.57 0.57 .571 0.04 [-0.10，0.19J 

タト与を的将来目標 3.04 0.88 2.68 0.85 5.63 く.001 0.42 [ 0.27， 0.57J 

I~I 己受容 4.29 0.79 4.34 0.68 0.77 .441 0.06 [-0.09， 0.20J 

親密性の獲得 4.38 0.77 4.47 0.71 1.55 .121 0.12 [ -0.03， 0.26J 

社会貢献 4.11 0.84 4.06 0.81 0.79 .431 0.06 [ -0.09， 0.21J 

身体的健康 4.60 0.67 4.63 0.57 0.54 .591 0.04 [-0.11， 0.19J 

金銭的成功 3.10 0.96 2.67 0.83 6.49 く.001 0.48 [ 0.34， 0.63J 

外見的魅力 2.87 1.02 2.73 1.05 1.80 .073 0.13 [-0.01， 0.28J 

社会的名声 3.15 1.03 2.63 0.96 6.95 く.001 0.52 [ 0.37， 0.67J 



86 筑波大学心理学研究 第 53与す

ては.I経済力があること (7.5%)J.jl職種 (3.7%)J
といった外発的将来日擦に関連する条件を，わず、か

しか求めないのに比べて，女性から男性に対して

は，より強く「経j斉力があること (52.5%)Jや iJ肢
種 06.7%)Jを結婚相手に求める条件として挙げ

ている。中学生でもすでに職業選択の意識に性差が

現れているとされるが(豊. 2007; Gottfredson， 

1996) .以上に示した伝統的性役割観や社会的風潮

の影響もあり，男子において金銭的成功や社会的名

声といった外発的将来呂標が重視されたのではない

だろうか。いずれにしても，以上の結果を踏まえ，

今後は性差を踏まえた検討を行う必要性が示唆され

たといえる。

研究 2

方法

誤査協力者と誤査時期 2016年の 7月に，関東閣

の公立中学校 31交の l年生から 3年生679名(男子

332~1. 女子347名)を対象に質問紙調査が行われた。

平均年齢は13.25(SD = 1.00)歳であった。対象者
の内訳は. 1年生は男子121名と女子1191;. 2年生

は男子97名と女子103名 3年生は男子114名と女子

125名であった。

調査内容 1 )将来目標:研究 lで作成した尺度

である。最終的に選択された28項目に対して研究 l

と同様の 5件法で回答を求めた。 2)生活満足度

吉武 (2010)がパックトランスレーションを経て作

成した日本語版 SLSS(Student's Life Satisfaction 

Scale; Huebner， 1991) を用いた。 7項目に対して

6件法で回答を求めた。 3)学習動機づ、け:西村-

河村・桜井 (2011)が作成した尺度を用いた。自己

決定理論(有機的統合理論)が想定している内的調

整，同一化的調整，取り入れ的調整，外的調整がそ

れぞれ5項目で測定される。さらに，この理論では

!均的調整と同一化的調整を自律的動機づけ，外的調

整と取り入れ的調整を統制13~動機づけと扱うことが

ある (eι 西村・~雲井. 2013; Vansteenkiste， 

Sierens， Soenens， Luyckx， & Lens， 2009)。本研究

では，情報の煩雑さを回避するため自律的動機づけ

と統制的動機づけのパラダイムにもとづき検討を行

うこととする。合計20項目に対して 4件法で回答を

求めた。 4)向社会的行動:村上他 (2016)が作成

した対象別向社会的行動尺度を用いた。家族に対す

る向社会的行動，見知らぬ人に対する向社会的行

動，友だちに対する向社会的行動がそれぞれ6項目

で測定される。合計四項自に対して 4件法で回答を

求めた。

手続きと倫理的配慮 研究 lと同様であった。

解析について 平均値や標準偏差，信頼性係数，

相関係数. i扇相関係数の算出は R3.1.0で行った。
確認的因子分析は M-plus7.11で行い，欠損値は完

全情報最尤推定法により処理された。

結果

因子構造の再現性 研究 lで材斤とされた因子構造

が再現されるかどうかをiI1'li認するために，雑認的因

子分析を行った。 7下位カテゴリを想定したモデル

の適合度は， x ~ (329) = 1307.283.戸く.001. C目
立 .909，TLI = .896. RMSEA = .066 (90%Cr = [.062， 

.070J). SRMR = .046，であり十分な値が得られた。

さらに，内発的将来目標と外発的将来日擦を二次因

子，七つの下位カテゴ 1)を一次因子とするモデルの

適合度は， χ2(342) = 1469.604， Pく.001. CFI = .895， 
TLI = .884. RMSEA = .070 (90%Cl == [.066， .073J). 

SRMR=.063，であり，こちらも卜分な値であった。

各尺度平均値，標準偏差および信頼性の指襟である

ω係数を 1able4に示した。尺度得点には力n算平均
得点を用いている。

将来自標と生活溝足度，学習動機づけ，向社会的

行動との相欝関係

次に，将来自標と生活満足度，学習動機づけ，向

社会的行動との関連を検討するために相関分析を

行った。結果を Table5に示した。その結果， ，ゴヲ発

的将来目標は，生活満足度や自律的学習動機づけお

よび向社会的行動と正の1'131菊関係を示しその効果

は中程度から大であった。また効果の大きさはl:j:1程

度よりも小さかったが 内発的将来目標と統制的学

習動機づけとの!習にも正の桔関関係が示された。一

方，外発的将来日襟については生活満足度と統ilJlj的

学習動機づけと正の相関関係を示し，その効果は中

程度であった。自律的学習動機づけと向社会的行動

とも正の相関関係が示されているが，これらの効果

τable 4 
研究2で測定した尺度の平均値と
標準偏差および、信頼性係数

M SD 
内発的将来目標 4.27 0.66 

外発的将来目標 2.51 0.90 

生活満足度 4.07 0.77 

自律的学習動機づけ 2.66 0.68 

統制的学習動機づけ 2.31 0.63 

向社会的行動 2.57 0.56 

家族(向社会的行動) 2.79 0.70 

見知らぬ人(向社会 I~l守行動) 1.92 0.71 

友だち(向社会的行動) 3.01 0.65 

w 

.94 

.94 

.86 

.93 

.88 

.89 

.85 

.87 

.81 
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は小さかった。

以上の相関関係について 内発的将来目標と外発

的将来自擦とに差がみられているかどうかを確認す

るため，相関係数の差の検定 (Meng，Rosenthal， & 
Rubin， 1992) を行った。その結果，内発的将来iヨ

棋の方が外発的将来 I~I 楳よりも棺関関係の大きかっ

たものは生活満足度 (z=2.15，戸==.032)， 自律的学

習動機づけ (z== 6.96， Pく，001)，IIJj社会的仔動(全体)

(z=6.15， Pく.001)，家族に対する向社会的行動 (z

=4.92，戸く.001)，見張11らぬ人に対する向社会的行

動 (z== 3.58， Pく.001)，友だちに対する向社会的行
動 (z== 6.44， Pく.001)であった。一方，統制的な学
習動機づけについては，外発I~I~将来目標の方が内発

的将来 I~I 標よりも相関係数の値が大きかった (z= 
3.47， Pく.001)。なお， lable 5には参考資料として，

性別と一方の将来目標を統制した偏相関係数も示し

である。

考察

研究2では， まず研究 1で作成された子ども用将

来自標尺度の因子構造の再JJ~:性を確認した。そし

て.将来自襟と生活満足度，学習動機づけ， 1古l社会

的行動との関連を検討した。その結果，理論的に予

想された jj]り，内発的~ヰ来 I~li索は， これらと正の相
関係数が確認され， さらにその相関係数の効果は外

発的将来 I~I楳の問様の相関係数の効果よりも大きい

ことが示された。

生活満足度との関連については，予想通り内発Ij'']

将来目標と正の相関関係がみられたものの，外発的

将来 I~I 襟とも正の相関|羽{系が示された。この結果だ

けに着目すれば，子どもの場合は，外発的将来目標

は心理的適応を阻害する要因であるとは強く主張す

ることはできないょっで、ある。また， 自律的な学習

動機づけや向社会的行動との関連においても正の相

関関イ系治宝あるとはいえないものの， 負のキ/j関関{系を

示したわけでもなかった。しかしながら，内発的将

来由標が外発的将来自撰よりも精神的健)~t と強い正

の相関関係を示したことは 目標内容理論と整合す

lable 5 

る結果であるといえる o Ryan et al. (1999) に示さ

れているように， 目標内容理論が重視するのは，内

発的将来目標と外発的将来!ヨ擦のバランスであるこ

とをふまえると，子どもに対しでも，内発的将来目

標の獲得を重視することが教育的にはより重要であ

るといえよう。

まとめ

キャリア発達とは「社会の 1:1こlで自分の役割を果た

しながら， 自分らしい生き方を実現していく過程j

である(中央教育審議会答申， 2011)。この定義に

示されている「各個人の自分らしい生き方の実現J
を支援するためには まず 人は自分の人生に対し

てどのような儲値観を重視しているかという点を理

解する必要がある。本研究は，これまで測定するこ

とができなかった子どもを対象とした将来自襟尺度

を作成することによって，キャリア教育の展開に対

して一定の貢献がなされたものと考えられる。特

に，内発的将来自標はその定義の内容からも，我が

患のキャリア教育においてより重要視されている目

標といえる。そして その内発的将来目標を重視す

ることは，生活満足度， I~I 律的学習動機づけ， 1向社

会的行動などと関連することが示された。すなわ

ち，将来目標はキャリア領域に留まらず v 学校教育

において期待されるポジティブな変数をも保進する

役割を有することが示されたのである。今後は，縦

断調査をmし、た予測研究や進賂選択などのキャリア
変数，客観指襟などとの関連日i究などを実施し子

どもの将来iヨ棋に関する研究知見を蓄積していく予

定である。さらには，本研究では学校教育において

期待されるポジテイブな変数と関連がみられたが，

そのメカニズムを明らかにすることも重要な課題で

ある。

将来目標の平均値，標準偏差，信頼性係数および尺j支出の相関係数

生活 学習動機づけ 向社会的行部j

満足j支 I~I 律的 統1I)IJI均 全体 家族 克3Jlらぬ人 友だち

!大]~cl~l<]将来目標 .43*** .47*キ* .23* * * .41 *地権 .29* *キ .25ネ*本 .48*本*

(.37) (.46) (.13) (.40) (.28) (.25) (.47) 

外発的将来!ヨ襟 .33本*水 .13*** .40* * * .10* * * .03 .06 .17* *本

(.24) (一.01) (.37) (一.01) (一.05) (一.02) (.06) 

注) ( )内の値は性別と一方の将来目標を統ilJlJ変数としてmいた協相関係数である。

***pく.001.
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